
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：岩手県第１１教区第２８７番常運寺 

住所：岩手県宮古市田老字館が森１４０ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡、その他の建物が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 
・経済的な問題を抱えている。 

・離檀もあり、今後の寺院運営に不安がある。 

檀信徒の現状 
・震災で自宅に住めなくなり、転居した方のうち連絡が取れない方もいて、

居住先が８割程度しか把握できていない。離檀した檀家もある。 

地域の現状  － 

復興の状況 
・檀信徒の生活が不安定なため、復旧には時間がかかると考えている。 

・８割程度復旧が進んだ。 

（H25.7.7現在） 

 

 


